






























要約 

乳幼児の食行動と母親の養育条件との関連について、地域別に検討した。 

調査対象は秋田・千葉・東京・富山・岡山県の保育所に通園している 0～6歳児 1185 名。

調査時期は昭和 61 年 10 月下旬から 11 月上旬に実施。 

結果は次のとおりである。 

1.生活状況:核家族は千葉と東京、三世代家族は秋田が高率である。有職主婦は東京と千葉、

専業主婦は岡山が高くなっている。1人子、第 1子は東京と千葉に多くみられる。 

2.生活行動:秋田は朝早く起床し、夕食や就寝時刻も早い傾向がみられる。 

3.食事状況:“全員で食事をする、は秋田に多く、“一人食べ、は東京の朝食にみられる。 

4.食事のトラブル:トラブル有の出現率は千葉・東京・岡山が 70%で秋田は少ない。年齢別

では、東京と千葉が大きい年齢に、他の地域は小さい年齢に出現している。 

5.母親の養育態度：児に対する愛情項目は東京、対応項目は岡山と千葉、環境項目は秋田

が高率である。養育点数では秋田が最も高く、岡山、東京、千葉、富山の順である。 

6.食事のトラブルは祖母との同居、母親の職業の有無とに有意差が認められる。 


